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一　

は
じ
め
に

　

中
国
の
通
俗
文
学
、
こ
と
に
明
代
通
俗
小
説
に
は
、
悪
僧（

１
）

や
破
戒
僧
の
説

話
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
中
で
も
、
邪
淫
を
犯
す
「
淫
僧
」
の
話
は
群
を
抜

い
て
多
い
。
人
妻
と
不
義
密
通
す
る
僧
侶
の
話
や
、
女
性
を
寺
に
監
禁
し
て

姦
淫
す
る
僧
侶
の
話
、
姦
淫
を
迫
っ
て
拒
ん
だ
女
性
を
殺
す
僧
侶
の
話
な
ど
、

枚
挙
に
遑
が
な
い
。
一
体
な
ぜ
、
悪
僧
説
話
、
と
り
わ
け
「
淫
僧
」
の
類
話

が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
「
仏
教
僧
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

宋
代
以
降
、
特
に
明
代
の
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
度
牒
の
濫
発
や
売
牒

の
横
行
な
ど
に
よ
る
仏
教
界
の
堕
落
が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の
社
会
背
景
が

悪
僧
説
話
の
多
さ
に
表
れ
た
の
だ
と
考
え
る
説
が
あ
る
。
反
対
に
、
多
く
の

悪
僧
説
話
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
僧
侶
の
悪
行
が
実
際
に
頻
発
し
て
い
た

　
　
　
　
明
代
通
俗
小
説
に
描
か
れ
た
悪
僧
説
話
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
仏
教
に
お
け
る
「
戒
律
」
と
「
淫
」
の
問
題
を
手
掛
か
り
に

―

林
　
　
　
雅
　
清

　

中
国
明
代
の
通
俗
小
説
に
は
、「
淫
僧
」
を
中
心
と
し
た
悪
僧
の
話
が
目
立
つ
。
悪
僧
説
話
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
、
仏
教
界
の
堕
落
と
い
う
当
時
の
社
会
背
景

に
由
来
す
る
と
い
う
説
や
、
読
者
層
の
興
味
に
由
来
す
る
と
い
う
説
な
ど
が
す
で
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
「
淫
僧
」
が
多
い
の
か
と
い
う
議
論
は
少
な
い
。

本
稿
で
は
、
仏
教
の
「
戒
」
や
「
律
」
に
お
け
る
「
淫
」
の
扱
い
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
淫
僧
」
の
多
い
明
代
通
俗
小
説
に
描
か
れ
た
悪
僧
説
話
の
由
来
に
つ
い

て
考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
国
明
代
、
通
俗
小
説
、
悪
僧
、
淫
、
戒
律

と
は
考
え
難
く
、
そ
れ
は
読
者
の
興
味
に
由
来
す
る
の
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。

た
だ
、
な
ぜ
悪
僧
説
話
に
は
「
淫
僧
」
の
話
が
多
い
の
か
、
な
ぜ
「
五
戒
」

の
う
ち
邪
淫
を
犯
す
僧
侶
が
特
に
批
判
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
る
の
か
、
そ

の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
消

す
る
た
め
の
一
視
点
と
し
て
、
仏
教
に
お
け
る
「
戒
律
」
と
「
淫
」
の
関
係

に
鑑
み
な
が
ら
、
明
代
通
俗
文
学
に
お
け
る
悪
僧
説
話
の
由
来
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

　
　
　

二　

悪
僧
説
話
の
具
体
例

　

ま
ず
は
悪
僧
説
話
の
具
体
例
を
、『
水
滸
伝
』
や
公
案
小
説
、「
三
言
二
拍
」、

そ
し
て
『
僧
尼
孽
海
』
と
い
っ
た
、
明
代
通
俗
小
説
の
中
か
ら
挙
げ
て
お
く
。

（
一
）『
水
滸
伝
』
に
登
場
す
る
悪
僧
た
ち
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明
代
前
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
に
は
、
魯

智
深
・
崔
道
成
・
裴
如
海
と
い
う
、
悪
僧
と
呼
べ
る
主
要
人
物
が
三
人
登
場

す
る
。

　

一
人
目
の
魯
智
深
は
、
悪
僧
は
悪
僧
で
も
「
悪
事
」
を
働
か
な
い
「
好
ま

し
き
悪
僧
」で
あ
る
。
酒
は
飲
む
し
肉
は
食
ら
う
し
、盗
み
や
殺
し
ま
で
す
る
、

乱
暴
者
の
破
戒
僧
で
は
あ
る
が
、
不
義
を
憎
む
豪
傑
で
、
特
に
「
淫
」
は
徹

底
的
に
嫌
う
。
そ
の
行
為
が
義
侠
心
に
基
づ
く
「
好
漢
」
の
行
い（

２
）で
あ
れ
ば
、

『
水
滸
伝
』
に
お
い
て
は
「
悪
事
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、「
好
漢
」

の
典
型
で
あ
る
魯
智
深
の
破
戒
行
為
は
「
悪
」
で
は
な
く
、
魯
智
深
は
「
悪

い
僧
侶
」
で
は
な
い
。

　

そ
れ
に
引
き
替
え
、
二
人
目
の
崔
道
成
は
、
瓦
罐
寺
と
い
う
寺
院
を
力
ず

く
で
占
拠
し
、
若
い
女
を
か
ど
わ
か
し
て
き
て
酒
盛
り
を
す
る
と
い
う
、
根

っ
か
ら
の
「
悪
僧
」
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
の
第
六
回
、
崔
道
成
と
そ
の
相

棒
の
丘
小
乙
の
二
人
を
非
難
し
た
瓦
罐
寺
旧
住
の
老
僧
た
ち
の
言
葉
に
、「
そ

の
雲
水
と
道
人
は
と
ん
で
も
な
い
野
郎
で
し
で
、
ど
ち
ら
も
殺
し
に
火
付
け

を
平
気
で
や
る
よ
う
な
や
つ
ら
で
す
」、「
こ
の
二
人
は
と
て
も
出
家
な
ど
に

は
見
え
ま
せ
ぬ
。
ま
る
で
山
賊
同
然
、
た
だ
出
家
の
格
好
を
し
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
」
（
３
）

と
あ
る
よ
う
に
、
崔
道
成
ら
は
正
式
な
僧
侶
で
は
な
く
、
た
だ

の
犯
罪
者
な
の
で
あ
る
。

　

崔
道
成
が
い
か
に
も
悪
人
面
を
し
た
似
非
雲
水
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
三
人
目
の
裴
如
海
は
、
れ
っ
き
と
し
た
大
寺
院
の
僧
侶
で
、
か
つ
、

若
く
て
顔
も
声
も
よ
い
色
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
坊
主
の
妖
し
い
光
を
た
た
え
た
両
の
目
は
、
た
だ
施
主
の
た
お
や

か
な
娘
を
追
う
ば
か
り
。
こ
の
禿
げ
頭
の
口
か
ら
出
て
く
る
甘
く
美
し

い
お
言
葉
は
、
専
ら
う
ら
若
き
寡
婦
を
口
説
く
た
め
。
ひ
と
た
び
色
情

発
す
れ
ば
、
庵
に
尼
僧
を
求
め
に
行
き
、
情
欲
抑
え
難
け
れ
ば
、
方
丈

の
内
に
小
僧
を
求
む
。
空
を
仰
い
で
天
女
と
同
衾
し
た
い
と
願
い
、
月

眺
め
て
は
嫦
娥
と
交
歓
し
た
い
と
欲
す
。
（
４
）（『

水
滸
伝
』
第
四
十
五
回
）

　

登
場
の
段
階
で
、
裴
如
海
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
で
あ
る
か
が
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
実
際
、
裴
如
海
は
楊
雄
の
妻
潘
巧
雲
と
寺
で
密
通
し
、
楊
雄
の
留
守

中
に
は
家
に
上
が
り
こ
ん
で
潘
巧
雲
と
同
衾
す
る
と
い
う
、
典
型
的
な
「
淫

僧
」
で
あ
る
。

　

悪
僧
を
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
破
戒
行
為
を
平
然
と
行
う
魯
智
深
も
悪
僧

に
ほ
か
な
ら
ず
、悪
僧
の
日
本
的
解
釈（

５
）に

従
え
ば
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
淫

僧
」
よ
り
も
む
し
ろ
、
弁
慶
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
魯
智
深
の
ほ
う
が
悪

僧
と
い
う
言
葉
に
相
応
し
い
か
も
し
れ
な
い
。「
悪
僧
説
話
」を
論
じ
る
に
は
、

こ
の
よ
う
な
「
好
ま
し
き
悪
僧
」
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
魯

智
深
の
よ
う
な
破
戒
僧
の
類
話
に
つ
い
て
は
か
つ
て
論
じ
た（

６
）た
め
、
本
稿
で

は
割
愛
す
る
。

（
二
）
公
案
小
説
に
お
け
る
悪
僧
説
話

　

公
案
小
説
に
は
、
以
下
①
か
ら
⑫
ま
で
の
悪
僧
の
類
話
が
確
認
で
き
る
。

①　

寺
に
来
た
女
性
を
強
姦
す
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
一
「
観
音
菩
薩
托
夢
」、『
廉
明
公
案
』
下
巻
威
逼

類
「
邵
参
政
夢
鐘
蓋
黒
龍
」

②　

女
性
に
淫
行
を
迫
っ
て
拒
否
さ
れ
た
た
め
女
を
殺
す
僧
侶
の
話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
一
「
阿
弥
陀
仏
講
和
」・
巻
之
四
「
三
宝
殿
」、『
廉

明
公
案
』
上
巻
人
命
類
「
張
県
尹
計
嚇
凶
僧
」、『
明
鏡
公
案
』
巻
之
一
人

命
類
「
周
按
院
判
僧
殺
婦
」、『
詳
情
公
案
』
巻
之
四
人
命
門
「
判
僧
殺
婦
」、

『
居
官
公
案
』
巻
之
一
第
二
回
「
僧
徒
奸
婦
」・
巻
之
四
第
六
十
三
回
「
判

奸
僧
殺
妓
開
釈
詹
際
挙
」
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③　

女
性
に
淫
行
を
迫
っ
て
自
害
に
追
い
込
む
僧
侶
の
話

　
 　

『
龍
図
公
案
』
巻
之
三
「
売
真
靴
」・
巻
之
十
「
三
官
経
」、『
百
家
公
案
』

巻
之
五
第
四
十
五
回「
除
悪
僧
理
索
氏
冤
」、『
律
条
公
案
』四
巻
淫
僧
類「
晏

代
巡
夢
黄
龍
盤
柱
」、『
詳
情
公
案
』
巻
之
三
威
逼
門
「
夢
黄
龍
盤
柱
」

④　

 
複
数
の
女
性
を
か
ど
わ
か
し
て
き
て
寺
に
監
禁
し
、
姦
淫
す
る
僧
侶
の

話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
九
「
桷
上
得
穴
」、『
廉
明
公
案
』
下
巻
威
逼
類
「
康

総
兵
救
出
威
逼
」、『
律
条
公
案
』四
巻
淫
僧
類「
曾
主
事
断
淫
僧
拐
婦
」、『
詳

情
公
案
』
巻
之
三
姦
拐
門
「
断
和
尚
奸
婦
」、『
居
官
公
案
』
巻
之
二
第

三
十
回
「
撃
僧
除
姦
」

⑤　

子
宝
祈
願
に
来
た
女
性
を
寺
に
参
籠
さ
せ
、
姦
淫
す
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
廉
明
公
案
』
上
巻
姦
情
類
「
汪
県
令
焼
毀
淫
寺
」、『
律
条
公
案
』
四

巻
淫
僧
類
「
蔡
府
尹
断
和
尚
姦
婦
」

⑥　

 

人
妻
を
か
ど
わ
か
し
て
き
て
僧
形
を
さ
せ
、
と
も
に
旅
を
す
る
僧
侶
の

話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
九
「
和
尚
皺
眉
」・「
西
瓜
開
花
」、『
廉
明
公
案
』

下
巻
拐
帯
類
「
載
典
史
夢
和
尚
皺
眉
」・「
黄
通
府
夢
西
瓜
開
花
」、『
律
条

公
案
』
四
巻
淫
僧
類
「
張
判
府
除
遊
僧
拐
婦
」、『
詳
情
公
案
』
巻
之
三
姦

拐
門
「
除
遊
僧
拐
婦
」

⑦　

 

姦
計
を
用
い
人
妻
を
離
縁
さ
せ
、
還
俗
し
て
そ
の
女
性
と
結
婚
す
る
僧

侶
の
話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
二
「
偸
鞋
」・「
烘
衣
」、『
百
家
公
案
』
巻
之
三
第

二
十
回「
伸
蘭
孆
冤
捉
和
尚
」・
巻
之
六
第
五
十
六
回「
杖
奸
僧
決
配
遠
方
」、

『
居
官
公
案
』
巻
之
二
第
三
十
九
回
「
捉
円
通
伸
蘭
姫
之
冤
」

⑧　

度
牒
を
買
い
、
昼
間
だ
け
出
家
の
姿
を
し
て
財
を
蓄
え
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
明
鏡
公
案
』
巻
之
一
索
騙
類
「
崔
按
院
捜
僧
積
財
」、『
詳
情
公
案
』

巻
之
四
索
騙
門
「
捜
僧
積
財
」

⑨　

妖
怪
と
と
も
に
人
び
と
を
苦
し
め
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
居
官
公
案
』
巻
之
二
第
三
十
四
回
「
断
問
猴
精
」

⑩　

幻
術
を
使
っ
て
金
を
集
め
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
百
家
公
案
』
巻
之
四
第
四
十
一
回
「
妖
僧
感
摂
善
王
銭
」

⑪　

闇
の
塩
に
よ
っ
て
儲
け
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
皇
明
諸
司
公
案
』
四
巻
詐
偽
類
「
武
大
府
判
僧
蔵
塩
」

⑫　

冤
罪
で
姦
通
罪
を
か
け
ら
れ
る
僧
侶
の
話

　

 　
『
龍
図
公
案
』
巻
之
三
「
殺
仮
僧
」、『
百
家
公
案
』
巻
之
四
第
三
十
六

回
「
孫
寛
謀
殺
董
順
婦
」、『
居
官
公
案
』
巻
之
二
第
四
十
三
回
「
通
奸
私

逃
謀
殺
婦
」
（
７
）

　

①
か
ら
⑦
ま
で
が
「
淫
僧
」
の
話
、
⑧
か
ら
⑪
ま
で
が
、「
淫
僧
」
以
外

の
「
悪
僧
」
の
話
、
⑫
は
「
淫
僧
」
と
誤
解
さ
れ
る
僧
侶
の
話
で
あ
る
。「
淫

僧
」
の
話
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
な
お
、『
律
条
公
案
』

に
お
い
て
は
、
特
に
「
淫
僧
類
」
と
い
う
一
項
目
を
立
て
て
、「
淫
僧
」
の

類
話
を
収
め
て
い
る
。

（
三
）「
三
言
二
拍
」
の
中
の
悪
僧
説
話

　

明
末
に
馮
夢
龍
や
凌
蒙
初
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
擬
話
本
形
式
の
短
編

白
話
小
説
集
「
三
言
」（『
古
今
小
説
』『
警
世
通
言
』『
醒
世
恒
言
』）
や
「
二

拍
」（『
拍
案
驚
奇
』『
二
刻
拍
案
驚
奇
』）
に
は
、
僧
侶
や
尼
僧
が
登
場
す
る

物
語
が
「
入
話
」（
ま
く
ら
と
な
る
話
）
を
含
め
る
と
二
十
話
ほ
ど
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
悪
僧
が
主
要
登
場
人
物
と
な
る
「
悪
僧
説
話
」
と
し
て
は
、
次
の

十
五
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
古
今
小
説
』（『
喩
世
明
言
』）

○ 

第
三
巻
「
新
橋
市
韓
五
売
春
情
」
＝
色
戒
を
犯
し
て
堕
獄
し
た
僧
侶
の
霊
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の
話
。

○ 

第
二
十
九
巻
「
月
明
和
尚
度
柳
翠
」
＝
妓
女
の
姦
計
で
色
戒
を
破
る
高
僧

の
話
。

○ 
第
三
十
巻
「
明
悟
禅
師
趕
五
戒
」
＝
迷
い
が
生
じ
て
色
戒
を
破
る
高
僧
の

話
。

○ 

第
三
十
五
巻
「
簡
帖
僧
巧
騙
皇
甫
妻
」
＝
姦
計
を
用
い
て
離
縁
さ
せ
た
人

妻
と
結
婚
す
る
僧
侶
の
話
。

『
警
世
通
言
』

○ 

第
七
巻
「
陳
可
常
端
陽
仙
花
」
＝
郡
王
の
歌
姫
を
妊
娠
さ
せ
た
と
誤
解
さ

れ
罰
せ
ら
れ
る
出
家
書
生
の
話
。

『
醒
世
恒
言
』

○ 

第
十
五
巻
「
赫
大
卿
遺
恨
鴛
鴦
縧
」
＝
士
人
や
小
僧
を
寺
に
囲
っ
て
情
事

に
耽
る
尼
僧
た
ち
の
話
。

○ 

第
二
十
二
巻
「
張
淑
児
巧
智
脱
楊
生
」
＝
宿
泊
し
た
寺
の
僧
侶
た
ち
に
身

包
み
は
が
さ
れ
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
書
生
の
話
。

○ 

第
三
十
九
巻
「
汪
大
尹
火
焚
宝
蓮
寺
」
＝
子
授
け
祈
願
の
た
め
に
参
籠
す

る
女
た
ち
を
菩
薩
や
羅
漢
と
称
し
て
凌
辱
し
て
い
た
僧
侶
た
ち
の
話
。

○ 

〃
（
入
話
）
＝
街
で
出
会
っ
た
女
と
密
通
し
よ
う
と
す
る
夢
を
見
た
僧
侶

の
話
。

『
拍
案
驚
奇
』（『
初
刻
拍
案
驚
奇
』）

○ 

巻
十
五
「
衛
朝
奉
狠
心
盤
貴
産　

陳
秀
才
巧
計
賺
原
房
」（
入
話
）
＝
借

金
の
形
に
僧
侶
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
友
人
の
家
を
取
り
戻
す
義
侠
の
話
。

○ 

巻
二
十
六
「
奪
風
情
村
婦
捐
躯　

仮
天
語
幕
僚
断
獄
」
＝
人
妻
を
寺
に
引

き
留
め
姦
通
す
る
若
い
僧
侶
と
、
そ
の
人
妻
に
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
殺
し
て
し
ま
う
年
配
の
僧
侶
の
話
。

○
〃
（
入
話
）
＝
寺
に
複
数
の
女
を
監
禁
し
て
い
た
僧
侶
の
話
。

○ 

巻
三
十
四
「
聞
人
生
野
戦
翠
浮
庵　

静
観
尼
昼
錦
黄
沙
衖
」
＝
書
生
と
情

を
通
じ
寺
で
愛
欲
の
日
々
を
過
ご
す
尼
僧
の
話
。

○ 

〃
（
入
話
）
＝
近
隣
の
婦
女
を
か
ど
わ
か
し
て
寺
で
淫
事
に
耽
る
両
性
具

有
の
僧
侶
と
尼
僧
た
ち
の
話
。

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』

○ 

巻
之
三
十
六
「
王
漁
翁
捨
鏡
崇
三
宝　

白
水
僧
盗
物
喪
双
生
」
＝
持
つ
と

裕
福
に
な
る
鏡
を
喜
捨
さ
れ
た
寺
の
僧
侶
た
ち
が
そ
の
鏡
を
独
占
す
る

話
。
（
８
）

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、「
三
言
二
拍
」
に
採
録
さ
れ
た
悪
僧
説
話
の

ほ
と
ん
ど
が
、「
淫
僧
」
の
話
な
の
で
あ
る
。

（
四
）「
淫
僧
説
話
」
の
集
大
成

―
『
僧
尼
孽
海
』

　

こ
こ
で
も
う
一
種
、『
僧
尼
孽
海
』（

９
）
と
い
う
短
篇
小
説
集
を
挙
げ
て
お
く
。

こ
れ
は
、公
案
小
説
や
「
三
言
二
拍
」、『
西
湖
遊
覧
志
余
』
な
ど
か
ら
「
淫
僧
」

の
話
だ
け
を
集
め
た
、
扇
情
的
な
描
写
の
多
い
作
品
集
で
、
僧
編
に
三
十
二

話
、尼
僧
編
に
十
一
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
南
陵
風
魔
解
元
唐
伯
虎
選
輯
」

と
い
う
署
名
が
あ
り
、
撰
者
は
唐
寅
と
考
え
ら
れ
る
が
、
孫
楷
第
氏
の
分
析

に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
別
人
の
偽
編
の
よ
う
で
あ
る）
10
（

。

　
『
僧
尼
孽
海
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
話
の
内
容
、
す
な
わ
ち
僧
侶
や
尼
僧

の
淫
行
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
十
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

一　

夫
人
や
娘
、
あ
る
い
は
妓
女
と
関
係
す
る

二　

寡
婦
を
誘
惑
し
て
犯
す
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三　

尼
に
化
け
て
婦
女
を
犯
す

四　

夫
人
を
騙
し
て
奪
う

五　

宮
中
に
招
か
れ
、
太
后
、
皇
后
と
交
わ
る

六　

婦
女
を
脅
し
て
寺
に
引
っ
張
り
込
み
、
犯
す

七　

 
子
供
を
授
か
り
た
く
て
お
参
り
に
や
っ
て
き
た
婦
人
を
、
仏
に
化
け
て

犯
す

八　

皇
帝
に
房
中
術
を
教
え
、
宮
中
で
女
官
た
ち
と
関
係
す
る

九　

 

僧
と
尼
が
関
係
す
る
。
さ
ら
に
尼
が
夫
人
や
娘
を
誘
い
、
僧
に
取
り
持

つ

十　

 

尼
が
寂
し
さ
に
堪
え
か
ね
、
庵
に
男
を
入
れ
て
住
ま
わ
せ
る
。
あ
る
い

は
外
部
の
男
と
通
じ
る）
11
（

　

女
性
を
誘
拐
し
て
寺
に
監
禁
し
、
日
々
姦
淫
を
強
要
す
る
僧
侶
の
行
為
な

ど
は
非
常
に
悪
辣
で
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
実
際
に
あ
っ
た
と
は
思
い
た
く

な
い
が
、
僧
侶
の
淫
行
が
リ
ア
リ
テ
ィ
溢
れ
る
筆
致
で
描
か
れ
て
お
り
、
類

話
も
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
「
淫
僧
」
の
凶
行
が
単
な
る
絵
空
事
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　

三　

悪
僧
説
話
の
由
来

　

中
国
明
代
の
通
俗
小
説
で
あ
る
『
水
滸
伝
』、公
案
小
説
、「
三
言
二
拍
」、『
僧

尼
孽
海
』
に
描
か
れ
た
悪
僧
説
話
を
列
挙
し
て
き
た
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
明
代
の
通
俗
小
説
に
は
悪
僧
説
話
、
と
り
わ
け
「
淫
僧
」
の
物
語
が
多

い
の
か
。
そ
の
要
因
や
由
来
を
述
べ
た
従
来
の
説
を
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

（
一
）
歴
史
的
事
実
に
由
来
す
る
と
い
う
説

　

ま
ず
、
当
時
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
実
際
に
悪
僧
説
話
に
描
か
れ
て
い

る
よ
う
な
僧
侶
が
多
く
存
在
し
、
僧
侶
の
犯
罪
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
う
説
に
、
次
の
三
者
が
あ
る
。

Ａ　

 

池
田
正
子
「『
龍
図
公
案
』
類
話
考
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
期
、

一
九
七
八
）

Ｂ　

 

莊
司
格
一
「
明
代
公
案
小
説
に
お
け
る
僧
尼
説
話
に
つ
い
て
」（『
加
賀

博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
論
集
』、
講
談
社
、
一
九
七
九
）

Ｃ　

 

井
波
律
子
「
蕩
尽
の
世
界
」（『
中
国
の
グ
ロ
テ
ス
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
』、

平
凡
社
、
一
九
九
二
）

　

Ａ
で
は
、公
案
小
説
『
龍
図
公
案
』
巻
二
「
偸
鞋
」
の
話
に
つ
い
て
、「『
夷

堅
志
』
に
収
め
ら
れ
た
宋
代
の
実
話
「
王
武
功
妻
」
の
事
件
を
下
敷
に
し
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
、「
美
し
い
人
妻
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
仏
に
仕
え
る
僧

に
横
恋
慕
さ
れ
、
謀
ら
れ
て
弄
ば
れ
、
自
害
し
た
と
い
う
こ
の
実
話
は
、
当

時
の
人
び
と
に
と
っ
て
か
な
り
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
僧
の
堕

落
に
対
す
る
批
判
を
こ
め
て
劇
に
仕
組
ま
れ
、
小
説
に
も
作
ら
れ
」
た
と
説

明
し
て
い
る
。

　

Ｂ
の
莊
司
氏
は
、
同
じ
く
公
案
小
説
に
関
し
て
、
多
く
の
悪
僧
説
話
が
生

み
出
さ
れ
た
背
景
を
、
牧
田
諦
亮
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
〈
中
国
編
Ⅱ
〉

―
民

衆
の
仏
教
』（
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
六
）
を
引
い
た
上
で
以
下
の
よ
う
に

解
説
し
て
い
る
。

　

洪
武
五
年（
一
三
七
二
）の
統
計
に
よ
れ
ば
、僧
侶
道
士
を
ふ
く
め
て
、

度
牒
を
給
与
し
た
数
は
五
七
、二
〇
〇
人
に
達
し
、
翌
六
年
に
は

九
六
、三
二
八
人
を
数
え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
憲
宗
の
成
化
二
二
年

（
一
四
八
六
）
に
は
僧
道
三
二
万
人
に
度
牒
を
給
し
て
い
る
か
ら
、
い

か
に
仏
教
教
団
が
膨
大
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
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と
は
同
時
に
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
政
府
自
体
が
安
易
に
度

牒
を
給
し
た
り
し
た
た
め
、
犯
罪
者
が
仮
に
僧
形
を
つ
く
っ
て
寺
に
は

い
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）

…
…
こ
の
よ
う
な
僧
侶
の
資
質
の
低
下
は
、
民
衆
の
仏
教
信
仰
が
現
世

利
益
的
な
も
の
に
重
点
が
お
か
れ
る
と
い
よ
い
よ
そ
の
傾
向
は
は
な
は

だ
し
く
な
る
。
こ
の
た
め
私
度
を
禁
止
す
る
法
令
が
し
ば
し
ば
発
せ
ら

れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
は
そ
の
禁
令
が
有
効
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
明
代
の
仏
教
界
を
背
景
に
か
か

る
僧
尼
説
話
は
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
犯
罪
者
が
仮
に
僧
形
を
つ
く
っ
て
…
…
」
と
い
う
の
は
、
金
で
度
牒
を

買
っ
た
り
、
あ
る
い
は
度
牒
を
奪
っ
た
り
し
て
出
家
の
ふ
り
を
す
る
者
が
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
水
滸
伝
』
の
崔
道
成
な
ど
も
そ
の

類
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
偽
坊
主
が
出
現
し
た
の
は
、
出
家
す
る
と
世
法

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
罪
を
犯
し
て
も
度
牒
を
手
に
入

れ
て
僧
侶
と
な
れ
ば
捕
縛
さ
れ
ず
に
済
む
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
原

因
し
て
い
よ
う
。
度
牒
が
一
種
の
免
罪
符
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ

る）
12
（

。

　

Ｂ
で
は
さ
ら
に
、「
明
代
の
刊
行
と
さ
れ
る
七
種
の
公
案
小
説
に
お
け
る

僧
尼
説
話
」
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
僧
が
加
害
者
で
あ
り
、
殺
人
、
婦
女
誘
拐
、

脅
迫
な
ど
の
罪
を
犯
す
話
」、
つ
ま
り
悪
僧
説
話
で
あ
り
、「
同
一
の
犯
罪
が

二
書
あ
る
い
は
三
書
に
記
さ
れ
、
あ
る
い
は
動
機
を
お
な
じ
く
す
る
犯
罪
も

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
事
実
が
現
実
に
あ
っ
て
記
録
さ
れ

た
こ
と
を
お
も
わ
せ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

Ｃ
の
井
波
氏
は
、「
三
言
」
中
の
悪
僧
説
話
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
三
言
」
に
登
場
す
る
僧
侶
の
多
く
は
、
精
力
絶
倫
の
好
色
の
権
化
か
、

強
盗
殺
人
も
辞
さ
な
い
よ
う
な
悪
僧
と
、
相
場
が
き
ま
っ
て
い
る
。
…

…
（
中
略
）
…
…
「
三
言
」
の
背
景
と
な
る
時
代
、
こ
と
に
濃
厚
な
デ

カ
ダ
ン
ス
に
浸
さ
れ
た
明
末
に
は
、
さ
し
も
の
「
三
言
」
も
顔
負
け
な

ほ
ど
、
頽
廃
し
き
っ
た
尼
僧
や
僧
侶
も
、
実
際
多
か
っ
た
の
だ
が
。
…

…
（
中
略
）
…
…
明
代
に
は
、「
ひ
と
り
が
出
家
す
れ
ば
十
人
の
女
が

淫
せ
ら
れ
、
一
方
に
寺
が
あ
れ
ば
、
四
方
が
淫
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
民

間
歌
謡
が
あ
っ
た
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
特
権
階
級
化
し
た
一
部
僧

侶
の
堕
落
ぶ
り
に
は
言
語
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し
た
事
実
を

極
端
化
し
て
、
明
末
に
は
、
こ
う
し
た
エ
ロ
の
権
化
の
悪
僧
を
主
人
公

と
す
る
物
語
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
。

　

幾
分
の
「
極
端
化
」
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、明
代
の
現
実
社
会
に
「
エ

ロ
の
権
化
の
悪
僧
」
が
数
多
く
実
在
し
た
か
ら
こ
そ
、「
三
言
」
な
ど
の
通

俗
小
説
に
面
白
お
か
し
く
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
読
者
層
の
意
識
や
興
味
に
由
来
す
る
と
い
う
説

　

次
に
、
通
俗
小
説
の
読
者
層
の
「
仏
教
僧
」
に
対
す
る
意
識
に
由
来
す
る

と
す
る
説
、
悪
僧
の
話
は
人
び
と
の
興
味
を
引
く
た
め
描
か
れ
た
と
す
る
説

を
挙
げ
る
。

Ｄ　
 

横
山
伊
勢
雄
「
宋
の
「
話
本
」
に
お
け
る
人
間
形
象
」（『
国
文
学
漢
文

学
論
叢
』
第
二
十
輯
、
一
九
七
五
）

Ｅ　

 
澤
田
瑞
穂
「
宝
蓮
寺
奸
僧
事
件
」（『
宋
明
清
小
説
叢
考
』、
研
文
出
版
、

一
九
八
二
）

Ｆ　

 

侯
会
「
魯
智
深
形
象
源
流
考
」（『
首
都
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』

一
九
九
六
年
第
二
期
）
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Ｄ
で
は
、「
無
頼
の
「
つ
け
文
和
尚
」
に
対
し
て
は
そ
の
最
後
を
棒
た
た

き
で
死
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
冷
た
い
筆
致
に
終
始
し
て
い
る
。『
水
滸
伝
』

の
花
和
尚
魯
智
深
と
異
な
る
陰
湿
な
無
頼
に
対
す
る
庶
民
の
反
発
の
現
わ
れ

で
あ
ろ
う
」と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
実
の「
無
頼
」に
対
す
る
読
者
層
の「
反

発
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
悪
僧
の
実
在
を
否
定
す
る
説
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は
「
読
者
層
の
意
識
に
由
来
す
る
説
」
に
分
類
し
て
お
く
。

　

Ｅ
の
澤
田
氏
は
、『
醒
世
恒
言
』
第
三
十
九
巻
「
汪
大
尹
火
焚
宝
蓮
寺
」

の
結
末
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
詭
計
を
も
っ
て
寺
僧
の
奸
詐
を
暴
い
た
ま
で
は
よ
い
が
、
そ
の
処

罰
と
し
て
、
当
の
淫
僧
は
も
と
よ
り
全
寺
の
僧
を
伽
藍
も
ろ
と
も
焼
き

つ
く
し
た
と
い
う
の
は
、
定
法
に
よ
る
処
分
と
は
思
わ
れ
ず
、
い
か
に

も
酷
薄
非
道
に
見
え
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
だ
が
こ
れ
は
事
実
を
伝

え
る
の
で
は
な
く
、
仮
構
の
物
語
と
し
て
読
者
受
け
を
狙
っ
た
奇
抜
な

趣
向
を
立
て
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
読
者
は
こ
れ
を
読
ん
で

喝
采
し
溜
飲
を
下
げ
る
。
と
い
う
の
は
、
昔
の
中
国
社
会
で
は
、
和
尚

と
い
う
も
の
が
一
般
人
か
ら
は
尊
敬
と
憎
悪
と
の
両
極
端
の
感
情
を
も

っ
て
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
、
高
僧
伝
や
霊
験
記
な
ど
仏
僧
の
作
を
別

に
す
れ
ば
、
中
国
の
筆
記
・
公
案
書
・
通
俗
小
説
で
は
、
僧
を
題
材
と

す
る
も
の
の
大
半
は
悪
僧
物
語
で
あ
っ
た
。

　
「
事
実
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
…
…
」
と
、
歴
史
的
事
実
の
影
響
を
明
確

に
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
悪
僧
の
存
在
自

体
で
は
な
く
、
悪
僧
説
話
に
描
か
れ
た
事
件
、
も
し
く
は
そ
の
結
末
に
つ
い

て
で
あ
る
が
。

　

Ｆ
の
侯
氏
は
、『
水
滸
伝
』
に
お
い
て
悪
僧
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
一
般
民
衆
に
興
味
が
あ
る
の
は
、
仏
法
の
奥
義
で
も
、
鋭
い
禅
機

で
も
、
頭
陀
の
苦
行
で
も
な
く
、
僧
侶
の
勇
ま
し
い
戦
い
ぶ
り
や
破
戒
悪
行
、

淫
欲
の
奔
流
で
あ
る
」）
13
（

た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

（
三
）
そ
の
他
の
説

　

そ
の
他
、
右
の
二
説
に
分
類
で
き
な
い
も
の
に
、
次
の
奥
村
氏
の
説
が
あ

る
。

Ｇ　

 

奥
村
佳
代
子
「
僧
侶
が
人
妻
を
騙
す
話

―
短
編
小
説
の
定
型
化
と
普

遍
化

―
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
二
十
号
、
一
九
九
九
）

　

女
性
や
金
品
に
対
す
る
欲
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、現
世
に
対
す
る
執
着
心
に
他
な
ら
な
い
。
…
…（
中
略
）

…
…
こ
れ
ほ
ど
の
強
い
執
着
心
を
僧
侶
に
託
す
こ
と
に
よ
り
、
人
間
と

い
う
も
の
の
執
着
心
の
強
さ
を
ひ
と
き
わ
強
調
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

僧
侶
は
す
べ
て
の
人
間
の
中
に
潜
む
普
遍
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
も

意
味
し
て
い
る
。

　
「
執
着
心
」
の
塊
で
あ
る
悪
僧
を
抽
象
的
に
捉
え
、
そ
れ
を
「
人
間
の
中

に
潜
む
普
遍
的
な
存
在
」
と
し
、
以
下
結
論
と
し
て
、「
僧
侶
と
い
う
、
も

っ
と
も
執
着
心
と
は
遠
い
存
在
で
あ
る
は
ず
の
人
物
が
現
世
へ
の
強
い
執
着

を
抱
い
て
い
る
さ
ま
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
と
は
、
い
か
に
執
着
心

が
強
い
も
の
で
あ
る
か
」
を
強
調
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
作
者
の
創

作
の
意
図
、
あ
る
い
は
撰
者
の
編
纂
の
意
図
に
由
来
す
る
と
い
う
説
、
と
も

い
え
よ
う
。

　

以
上
、
中
国
通
俗
小
説
に
お
け
る
悪
僧
説
話
の
由
来
に
関
す
る
従
来
の
説
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を
概
観
し
て
き
た
。
悪
僧
説
話
が
多
い
原
因
に
つ
い
て
は
様
々
に
分
析
さ
れ

て
い
る
が
、「
淫
僧
」
の
話
が
特
に
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
説

明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

仏
教
界
の
堕
落
に
よ
り
、
現
実
に
「
悪
僧
」
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
通
俗
小
説
の
題
材
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大

い
に
考
え
得
る
。
ま
た
、「
聖
人
」
の
「
悪
事
」
は
人
び
と
の
興
味
を
惹
く

と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
で
は
、な
ぜ
「
聖
人
」
の
中
で
も
「
仏
教
僧
」

が
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
、
な
ぜ
「
悪
僧
」
の
中
で
も
「
淫
僧
」
が
特
筆
さ
れ
る

の
か
。

　

以
下
、
仏
教
に
お
け
る
「
戒
律
」
と
「
淫
」
の
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
光
を
当
て
て
み
た
い
。

　
　
　

四　
「
淫
僧
」
の
実
在
と
仏
教
の
「
戒
律
」

　

仏
教
界
に
お
け
る「
淫
僧
」の
存
在
は
、中
国
明
代
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

仏
教
教
団
成
立
当
初
よ
り
、「
淫
僧
」
は
存
在
し
て
い
た
。
仏
教
の
聖
典
、

三
蔵
の
一
つ
で
あ
る
「
律
蔵
」
に
は
、そ
う
し
た
「
淫
」
を
犯
す
比
丘
（
僧
侶
）

の
話
が
数
多
く
存
在
し
、
そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
規
則
「
律
」
も
ま
た
多
い

の
で
あ
る
が
、ま
ず
は
「
戒
」
と
「
淫
」
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
仏
教
に
お
け
る
「
戒
」
と
「
淫
」

　
「
戒
律
」
と
一
言
で
い
う
が
、
実
際
は
「
戒
」
と
「
律
」
は
全
く
別
個
の

も
の
で
あ
る
。「
戒
」（
シ
ー
ラ
）は
罰
則
を
伴
わ
な
い
自
発
的
な
も
の
で
あ
り
、

道
徳
観
念
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
仏
教
で
は
こ
れ
は
「
業
」
に
関
わ

る
非
常
に
重
要
な
も
の
と
考
え
る
。「
戒
」
を
犯
す
と
、
そ
れ
が
「
悪
業
」

と
な
り
、い
つ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
必
ず「
苦
果
」が
や
っ
て
来
る
。
し
か
も
、

「
意
業
」
と
い
っ
て
、そ
れ
を
「
し
た
い
」「
し
よ
う
」
と
思
う
だ
け
で
も
「
戒
」

を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
最
も
基
本
的
な
戒
で
あ
る
「
五
戒
」（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・

不
邪
淫
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
）
の
中
で
最
も
持た
も

ち
難が
た

い
の
は
、「
不
邪
淫
戒
」

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
性
欲
は
食
欲
や
睡
眠
欲
と
合
わ
せ
て
人
間

の
三
大
欲
求
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
の
本
能
的
な
「
欲
求
」
で
あ
り
、

「
種
の
保
存
」
と
い
う
生
命
の
基
本
原
則
に
関
わ
る
行
為
に
結
び
つ
く
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
を
思
う
だ
け
で
も
「
悪
業
」
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
生
物
と
し
て
の
本
能
を
否
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
点
、「
五
戒
」
に
お
け
る
ほ
か
の
四
つ
の
「
戒
」
は
、
本
能
と
直
接

深
く
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
仮
に
「
殺
し
た
い
」
や
「
盗
み
た
い
」、「
嘘

を
つ
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
本
能
」
で

は
な
い
し
、「
酒
を
飲
み
た
い
」
と
い
う
欲
望
も
、「
本
能
」
と
は
い
え
な
い
。

　

理
性
だ
け
で
は
な
く
、
本
能
も
兼
ね
備
え
た
生
身
の
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、「
戒
」
を
重
ん
じ
る
仏
教
に
お
い
て
は
、「
淫
欲
」
は
最
大
の
問
題
な
の

で
あ
る
。

（
二
）
仏
教
に
お
け
る
「
律
」
と
「
淫
」

　

一
方
、「
律
」（
ビ
ナ
ヤ
）
は
、
罰
則
を
伴
う
教
団
規
則
、
い
わ
ば
法
律
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
先
程
の
「
業
報
思
想
」
や
「
戒
」

と
は
関
係
が
な
く
、
一
般
社
会
の
、
サ
ン
ガ
（
仏
教
集
団
）
に
対
す
る
、「
出

家
た
る
者
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
理
想
を
反
映
し
た
、
仏
教
教
団
が
社
会

の
中
で
維
持
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
規
則
で
あ
り
、
罰
則
も
教
団
が

与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
律
」
に
お
け
る
「
淫
」
の
位
置
付
け
は
ど
う
か
と
い
う
と
、「
戒
」

と
は
ま
た
別
の
意
味
で
、
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
律
」

の
中
で
最
も
厳
し
い
罰
則
の
教
団
追
放
に
な
る
罪
「
波
羅
夷
法
」
の
最
初
に
、

「
い
か
な
る
女
性
と
も
性
交
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
「
不
浄
行
法
」
が
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挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
波
羅
夷
法
」
の
次
に
重
い
「
僧
残
法
」
で
は
、前
か
ら
四
つ
が
、「
故

出
精
」（
故
意
に
精
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
＝
自
慰
行
為
の
禁
止
）、「
摩

触
女
人
」（
色
欲
の
心
で
女
性
の
身
体
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
）、「
与
女
人

麁
語
」（
色
欲
の
心
で
女
性
に
対
し
て
わ
い
せ
つ
な
言
葉
を
語
っ
て
は
な
ら

な
い
）、「
嘆
身
索
供
養
」（
色
欲
の
心
で
女
性
に
対
し
て
「
こ
う
い
う
こ
と

を
す
れ
ば
良
い
功
徳
が
あ
る
で
あ
ろ
う
」
な
ど
と
言
っ
て
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
強
要
し
て
は
な
ら
な
い
）
と
い
う
、「
淫
」
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
。

　

な
お
、
そ
の
次
に
は
「
媒
嫁
」（
俗
世
の
人
の
た
め
に
媒
酌
あ
る
い
は
そ

れ
に
準
ず
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
）
と
い
う
規
則
が
続
く
が
、

こ
れ
も
、
一
種
の
「
淫
」
に
関
す
る
規
則
に
分
類
で
き
る
か
も
し
れ
な
い）
14
（

。

　

三
番
目
に
重
い
「
律
」
に
は
、「
屏
処
不
定
」（
人ひ
と

気け

の
な
い
所
で
女
性
と

同
席
し
て
は
な
ら
な
い
）
と
「
露
処
不
定
」（
人
気
の
あ
る
所
で
も
女
性
と

性
に
関
す
る
話
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
話
を
し
て
は
な
ら
な

い
）
と
い
う
二
つ
の
「
不
定
法
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
「
淫
」
に
ま
つ
わ
る

規
則
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
律
」
の
一
種
で
あ
る
『
十
誦
律
』
の
巻
第
四
十
九
に
は
、
比
丘

が
好
ん
で
行
く
べ
き
で
は
な
い
場
所
と
し
て
「
童
女
・
寡
婦
・
婦
・
淫
女
・

比
丘
尼
・
賊
家
・
栴
陀
羅
家
・
屠
児
家
・
淫
女
家
・
沽
酒
家
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
が
女
性
に
関
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目

し
た
い
。

　
「
律
」
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
「
淫
」
に
関
す
る
規
則
が
重
視
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
そ
う
い
っ
た
行
為
を
行
う
僧
侶
が
多
く
存
在
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
、
出
家
者
は
「
淫
」
に
関
す
る
行
為
を
す
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
、
一
般
社
会
に
お
け
る
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
意
味
し
て
い
よ
う）
15
（

。

（
三
）「
戒
律
」
と
「
淫
」

―
仏
教
僧
の
理
想
と
現
実

　

仏
教
の
「
戒
」
お
よ
び
「
律
」
と
、「
淫
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
る
と
、
仏
教
僧
に
と
っ
て
は
「
淫
」
は
最
も
犯
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
ま
た
「
淫
」
は
最
も
犯
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
現
実
的
に
は
「
淫
」
は
人
間
の
本
性
で
あ
り
、「
淫
」
か
ら
完
全

に
離
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
人
間
」
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
、「
生
き
て
い

る
こ
と
」
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
仏
教

で
目
指
す
と
こ
ろ
の
「
解
脱
」
に
繋
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
容

易
で
は
な
い
た
め
に
、
仏
教
僧
は
「
淫
」
に
悶
え
、「
戒
律
」
に
苦
し
む
の

で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
悪
僧
に
限
ら
ず
、
現
実
に
「
淫
」
を
犯
し
て
し

ま
う
僧
侶
が
後
を
絶
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

仏
教
僧
に
と
っ
て
、「
淫
」
は
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
仏
教
教
団
成
立

以
来
、
仏
教
僧
は
「
淫
」
に
関
し
て
、
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
理
想
」

と
、
犯
し
や
す
い
と
い
う
「
現
実
」
の
狭
間
に
常
に
置
か
れ
て
い
た
。
結
果
、

悪
僧
の
中
で
も
「
淫
僧
」
が
特
に
多
数
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

五　

お
わ
り
に

　

中
国
明
代
の
通
俗
小
説
に
描
か
れ
た
悪
僧
説
話
の
形
成
が
、
当
時
の
仏
教

界
の
堕
落
に
よ
る
悪
僧
の
実
在
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
、
悪
僧
説
話
が
通

俗
小
説
の
読
者
層
に
人
気
が
あ
っ
た
点
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
、
と
も
に

事
実
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
作
品
に
悪
僧
説
話
が
描

か
れ
る
は
ず
が
な
い
。
た
だ
、「
な
ぜ
淫
僧
が
多
い
の
か
」、
そ
し
て
「
な
ぜ

仏
教
僧
か
」
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
や
は
り
「
戒
律
」
か
ら
見
た
仏
教

に
お
け
る
「
淫
」
の
問
題
抜
き
に
は
説
明
で
き
ま
い
。

　
「
淫
」
に
極
め
て
厳
し
い
仏
教
が
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
、
あ
る
い
は

異
文
化
の
中
に
流
入
す
る
過
程
に
お
い
て
、
よ
り
柔
軟
に
変
容
し
て
い
っ
た
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こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
と
い
う
異
文
化
の
中
で
変
容

を
遂
げ
た
仏
教
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
本
的
な
教
義
は
変
わ
ら
な
い
。「
淫
」

に
厳
し
い
が
ゆ
え
に
、「
淫
」
を
犯
す
僧
侶
が
後
を
絶
た
ず
、
ま
た
そ
の
行

為
が
目
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
矛
盾
点
を
揶
揄
す
る
意
味
も

込
め
て
、「
淫
僧
」
の
話
が
通
俗
文
学
に
多
く
描
か
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
、
明
代
通
俗
小
説
に
お
け
る
悪
僧
説
話
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
勧
善
懲
悪
」
の
形
で
結
末
を
迎
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
日
本
の
悪
僧
説
話
な
ど
と
も
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ

る
が
、
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
こ
と
ゆ
え
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
水
滸
伝
』
第
四
十
五
回
に
「
原
來
但
凡
世
上
的
人
情
、惟
和
尚
色
情
最
緊
」

（
お
よ
そ
世
の
中
の
人
の
情
と
い
う
も
の
の
中
で
、
坊
主
の
色
情
ほ
ど
強
烈

な
も
の
は
な
い
）
と
あ
り
、
ま
た
『
水
滸
伝
』
第
四
十
五
回
や
『
金
瓶
梅
』

第
八
回
で
は
僧
侶
が
「
一
箇
字
便
是
僧
、
兩
箇
字
是
和
尚
、
三
箇
字
鬼
樂
官
、

四
字
色
中
餓
鬼
」（
一
文
字
で
い
え
ば
僧
、
二
文
字
で
い
え
ば
和
尚
、
三
文

字
で
い
え
ば
葬
儀
屋
、
四
文
字
で
い
え
ば
色
中
餓
鬼
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
と
り
わ
け
明
代
に
お
い
て
は
、
仏
教
僧
は
み
な
「
淫
僧
」
で
あ
る

と
い
う
通
俗
的
な
通
念
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
に
限

ら
ず
現
代
の
仏
教
界
に
も
通
じ
る
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
我
わ
れ
現
代
人

は
、中
国
明
代
の
通
俗
小
説
に
描
か
れ
た「
悪
僧
説
話
」に
何
を
見
る
べ
き
か
。

本
稿
が
そ
れ
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る）
16
（

。

注（
１
）「
悪
僧
」
と
い
う
と
、
日
本
で
は
、
中
世
に
お
け
る
南
都
北
嶺
の
大
衆
（
僧
兵
）
や
、

弁
慶
の
よ
う
な
強
い
僧
侶
を
指
し
て
い
う
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
特
に
断
ら
な

い
限
り
「
淫
僧
」
を
含
め
た
「
悪
事
を
働
く
僧
侶
」
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
２
）「
好
漢
」
の
定
義
お
よ
び
そ
の
行
い
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
「
好

漢
」
の
概
念
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

（
３
）
原
文
は
「
他
這
和
尚
道
人
好
生
了
得
、
都
是
殺
人
放
火
的
人
」、「
這
兩
箇
那
里
似
箇

出
家
人
、
只
是
綠
林
中
強
賊
一
般
、
把
這
出
家
影
占
身
軆
」。
な
お
、『
水
滸
伝
』
の

引
用
は
百
回
本
の
『
明
容
与
堂
刻
水
滸
伝
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
）
に
拠

っ
た
。

（
４
）
原
文
は
「
那
和
尚
光
溜
溜
一
雙
賊
眼
、
只
睃
趁
施
主
嬌
娘
、
這
禿
驢
美
甘
甘
満
口
甜

言
、
專
説
誘
喪
家
少
婦
。
婬
情
發
處
、
草
庵
中
去
覓
尼
姑
、
色
胆
動
時
、
方
丈
内
來

尋
行
者
。
仰
観
神
女
思
同
寝
、
毎
見
嫦
娥
要
講
歓
」。

（
５
）
注
（
１
）
参
照
。

（
６
）
拙
稿
「
魯
智
深
像
の
再
検
討
（
上
）」（『
千
里
山
文
学
論
集
』
第
七
九
号
、

二
〇
〇
八
・
三
）、「
魯
智
深
像
の
再
検
討
（
下
）」（
同
誌
第
八
〇
号
、
二
〇
〇
八
・
九
）。

（
７
）
公
案
小
説
に
お
け
る
悪
僧
の
類
話
は
他
に
も
あ
り
、
先
行
す
る
類
話
と
重
複
す
る
例

も
あ
る
。
公
案
小
説
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、池
田
正
子
「『
龍
図
公
案
』
類
話
考
」

（『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
期
、一
九
七
八
）、根
ケ
山
徹
「『
龍
図
公
案
』
編
纂
の
意
図
」

（『
中
国
文
学
論
集
』
第
十
四
号
、
一
九
八
五
）、
莊
司
格
一
『
中
国
の
公
案
小
説
』（
研

文
出
版
、
一
九
八
八
）、
阿
部
泰
記
『
包
公
伝
説
の
形
成
と
展
開
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
四
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
公
案
小
説
か
ら
悪
僧
説
話
を
集
め
て

邦
訳
し
た
も
の
に
、
浪
野
徹
編
訳
『
中
国
悪
僧
物
語
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
〇
）

が
あ
る
。

（
８
）
こ
れ
ら
「
三
言
二
拍
」
に
採
ら
れ
て
い
る
悪
僧
説
話
の
多
く
は
、『
夷
堅
志
』
や
公

案
小
説
な
ど
の
先
行
す
る
作
品
に
取
材
し
た
話
が
多
い
が
、
先
行
作
品
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
当
時
人
口
に
膾
炙
し
た
「
三
言
二
拍
」
の
物
語
に
登
場
す
る
僧
侶
の
多
く

が
悪
僧
で
、
な
お
か
つ
「
淫
僧
」
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
を
取
り

上
げ
た
。

（
９
）
正
題
『
新
輯
出
相
批
評
僧
尼
孼
海
』。
邦
訳
に
土
屋
英
明
編
訳
『
秘
本 

尼
僧
物
語

―
中
国
性
奇
譚
』（
徳
間
文
庫
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。

（
10
）
孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
の
『
僧
尼
孽
海
』

の
項
に
、「
書
中
叙
事
，
有
萬
曆
年
號
，
而
崇
禎
間
古
吳
金
木
散
人
所
輯
鼓
掌
絕
塵
第

三
十
九
回
引
此
書
，
知
書
成
在
萬
曆
天
啓
間
。
云
『
唐
寅
編
』
者
妄
也
」
と
あ
る
。

（
11
）
土
屋
英
明
『
中
国
艶
本
大
全
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
五
）
二
〇
九
〜
二
一
〇
頁
よ
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り
引
用
。

（
12
）
中
国
近
世
に
お
け
る
仏
教
界
の
堕
落
に
つ
い
て
は
牧
田
氏
の
研
究
の
ほ
か
、
龍
池
清

「
明
代
に
於
け
る
売
牒
」（『
東
方
学
報
』
東
京
・
第
十
一
冊
之
二
、一
九
四
〇
）、
大
藪

正
哉
「
元
代
の
度
牒
に
関
す
る
規
定
」（『
中
国
の
宗
教
と
社
会
』、
不
昧
堂
書
店
、

一
九
六
五
）、
塚
本
善
隆
『
中
国
近
世
仏
教
史
の
諸
問
題
』（『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第

五
巻
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
五
）、
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』（
百
華
苑
、

一
九
七
五
）、
竺
沙
雅
章
『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
二
）
な
ど

を
参
照
。

（
13
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
市
民
们
感
兴
趣
的
不
是
佛
法
的
奥
义
、
禅
师
的
机
锋
、
头

陀
的
苦
行
，
反
倒
是
僧
人
好
勇
斗
狠
、
犯
法
破
戒
、
淫
欲
横
流
。」

（
14
）『
古
今
小
説
』
第
四
巻
「
閑
雲
庵
阮
三
償
冤
債
」
な
ど
に
、
尼
僧
が
男
女
の
逢
引
の

手
助
け
を
し
、
尼
寺
が
そ
の
密
会
の
場
所
に
使
わ
れ
る
と
い
う
話
が
あ
る
。「
媒
嫁
」

が
「
淫
」
に
相
当
す
る
な
ら
こ
の
尼
僧
も
「
淫
僧
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
回

は
実
際
に
淫
行
に
及
ぶ
僧
侶
や
尼
僧
に
限
定
し
て
「
淫
僧
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

（
15
）
仏
教
に
お
け
る
「
戒
律
」
と
「
淫
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
二
二
〜
二
四
巻
「
律
部
」（
同
刊
行
会
、
一
九
二
五
〜
一
九
二
六
）、
平
川
彰
『
律

蔵
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
〇
）、
小
川
貫
弌
「
近
世
中
国
仏
教
に
お
け

る
戒
の
変
容
」（
日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
に
お
け
る
戒
の
問
題
』、
平
楽
寺
書
店
、

一
九
六
七
）、
土
橋
秀
高
『「
戒
律
」
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
〇
）、
佐
々

木
閑
『
出
家
と
は
何
か
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
九
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
16
）
中
国
に
お
け
る
悪
僧
説
話
は
明
代
以
前
に
も
わ
ず
か
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
宋
代

の
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
僧
侶
の
話
に
は
、『
夷
堅
丁
志
』
巻
第
十
四
「
武
唐
公
」、

『
夷
堅
支
乙
』
巻
第
六
「
永
悟
侍
者
」、『
夷
堅
支
景
』
巻
第
三
「
王
武
功
妻
」、『
夷
堅

支
戊
』
巻
第
九
「
嘉
州
江
中
鏡
」、『
夷
堅
志
再
補
』「
義
婦
復
仇
」
な
ど
が
あ
る
が
、

そ
の
中
で
「
淫
僧
」
の
話
は
「
王
武
功
妻
」
と
「
義
婦
復
仇
」
の
二
話
、そ
の
他
の
「
悪

僧
」
の
話
は
「
嘉
州
江
中
鏡
」
一
話
（
い
ず
れ
も
本
稿
で
挙
げ
た
「
三
言
」
に
類
話

が
あ
る
）
の
み
で
あ
る
。
通
俗
小
説
の
興
隆
が
明
代
以
降
と
い
う
事
実
も
影
響
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
が
、
悪
僧
説
話
が
最
も
目
立
つ
の
が
明
代
で
あ
っ
た
た
め
、
本
稿
で

は
「
明
代
通
俗
小
説
」
に
限
っ
て
論
じ
た
。
な
お
、
大
木
康
『
明
清
文
学
の
人
び
と

―
職
業
別
文
学
誌
』（
中
国
文
芸
叢
書
、
創
文
社
、
二
〇
〇
八
）
第
十
章
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
馮
夢
龍
『
笑
府
』
な
ど
の
笑
話
の
中
に
も
「
淫
僧
」
を
嘲
笑
し

た
話
が
見
ら
れ
る
。


